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 ハーバード大学のサンデル教授ではありませんが、自分の意見や考えを主張し論戦する

ディベートが話題になっています。「日本人は自己主張が下手で、無理に主張すると感情的

軋轢が生じたりして、世界標準足りえない・・」など言われると、どうも違和感が出てく

るようになりました。昔はむしろ肯定的だった私ですが、相手の状況や背景を察して発言

したらどうか？などと否定的に感じるようになったのは、体力気力の低下のせいでしょう

か。 

 平成 20 年２月、太陽と緑の会の新

館を建てて下さった今は亡き建築士

の木内昭さんと、ストップ温暖化一

村一品大作戦全国大会に出場させて

いただいた時のことです。「ヒラリー

さんはどうもいかん！キンキンケン

ケンと喋る姿が好かんな。もう少し

穏やかに喋られんのかいな？」宿泊

先のテレビでヒラリークリントンさ

んとバラクオバマさんの選挙演説を

聴いた木内さんが、ボッソとつぶや

きました。語る内容より喋り方、言

葉の意味より語り方に、心が引っか

かっておられるようでした。時間内

にこれだけのことを伝えなければと

焦ると早口になり、やっつけ仕事で、

ねじ伏せるような言い回しになるの

は、私も含め良く経験します。太陽

と緑の会リサイクル作業所でも、こ

れと良く似た光景に日々出くわしま

す。  

・コラム（杉浦 良） 

・お知らせ（太陽と緑の会からの助

成、鮎喰川クリーンアップ） 

・記念誌を送らせて頂いた方からの

メッセージ／スタッフ雑感 

・協力者名簿／編集後記 

かわら版 

「太く短くやるのも良し、細く長くやるのも良し、コケずに続けることが一番！」 

杉浦 良 

ＮＰＯ法人 太陽と緑の会 

150号/2012 
  年 

窓の清掃作業 
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 「××さん！これやったら、次にこれ

やって、それでも時間が余るようならこ

れもやって・・！」とスタッフＡの機関

銃のような喋り口調に、「うるさいわ・・！

ボケ・・！」とメンバーＢが反応し始め

ます。「うるさいわ！とは何よ！ちゃんと

聞いてるの！こっちも忙しいんだから！

Ｃ所長から今日中にこれだけ片付けろっ

て言われたのよ・・！」「そんなこと知る

か・・！それより、段取りが悪いからこ

うなる違うん・・！みんな言っとる

わ・・！」「私だって、ちゃんとやってる

わよ！一生懸命やっても片付かんから頼

んでるのに・・！」「一度に色々言われて

も 、 頭 が こ ん が ら が っ て わ か る

か・・！」・・・こんな調子です。 

 こんな日常に日々さらされていると、

メンバー達もたくましくなって、スタッ

フＡが早打ち口調になりだした途端、ス

ーッと、どこかに姿を消します。これが

雲隠れの術。スタッフＡの指示が矢継ぎ

早になり始めた瞬間、別のスタッフの手

伝いにシフトします。叱られた時にちゃ

んと別のスタッフの手伝いをやっている

と言い訳ができる、転化昇華の術。これ

はかなり高度な技です。普通は耳を塞ぎ、

今やっている作業をゆっくりボチボチや

る、遅行遅動の術を使うのが一般的です。 

 社会性の獲得などとあらたまっていう

と、何か高尚な教育トレーニングのよう

に聞こえますが、ようはこんな日常に、

様々なハンディーを持ったメンバー達を

置いておくことです。そして言われてめ

げた時になだめてフォローする人と、で

きるようなった時にはちゃんとほめら

れ、周りのスタッフやメンバー達にそれ

なりに認められることがなくてはいけま

せん。太陽と緑の会リサイクル作業所で

は３ヶ月に１度、時給ミーティングを行

っています。３ヶ月前の時給を基準に、

頑張ったから３円アップとか、やれなか

ったので１円ダウンとか、本人申告して

もらい、それについてメンバーとスタッ

フが、希望通りで良いとか、もう少しア

ップとかダウンとかの評価をします。評

価については何かコメントを付けてもら

います。分からなければパスというのも

ＯＫです。パスの人の人数を差し引き、

平均値を出し、それで本人に異議がなけ

れば決定となります（ちなみに私は司会

に徹して、特別な事がなければ評価に加

わりません）。こうして年４回の時給ミー

ティングを行うと大幅にアップする人、

現状維持の人、ややダウンの人などが出

てきます。ただそれで給料が決まるので

はありません。朝１０時から夜７時まで

の活動時間中（水曜日以外毎日）に、長

くやれる人と短くやれる人がでてきま

す。 

 「太く短くやるのも良し、細く長くや

るのも良し、コケずに続けることが一

番！」みんなの耳にタコができるほど言

い続けていると、ヘナヘナしていたメン

バー達が、キリッとした大人に変身して

いきます。 
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太陽と緑の会からの助成 
徳島市資源ごみ回収事業に係る奨励金

（古紙、鉄屑、空き缶、ウエス１キロに対

し６円、廃食油１キロに対して 12 円）平

成 23 年度後期分 38 万 2900 円が当会の太

陽と緑の会福祉事業団に支給されました。 

これを各分野で非営利活動に取り組ん

でおられる以下の団体の皆様に配分させ

て頂くことに致しました。(敬称略)  

 

①障害者福祉活動への助成  

社会福祉法人ありのまま舎（宮城県仙台

市）（東日本大震災に伴う在宅重度難病者

支援活動に対して）19万 9146 円  

社会福祉法人ハートランド（精神障害者等

の就労継続支援事業）（スイーツ工房あっ

ぷるオープン支援として）３万円  

地域活動支援センターほっとハウス 

３万円  

②社会福祉活動への助成  

大阪釜ヶ崎喜望の家（野宿を余儀なくされ

た高齢日雇労働者の支援活動）１万円   

大阪釜ヶ崎出会いの家（野宿を余儀なくさ

れた高齢日雇労働者の支援活動）１万円  

徳島市社会福祉協議会 5000 円  

徳島いのちの電話（徳島県自殺予防協会）

（電話による相談活動）5000 円  

 

③国際協力活動への助成  

モヨチルドレンセンターを支える会（ケニ

ア ストリート・チルドレン支援）２万円  

ＮＰＯ法人ＴＩＣＯ（徳島で国際協力を考

える会）（ザンビア等における医療・農村

開発活動）１万 5000 円  

認定ＮＰＯ法人日本チェルノブイリ連帯

基金（チェルノブイリ原子力発電所事故被

災者への医療支援） １万円  

ペシャワール会（アフガニスタン等での医

療事業、水源確保事業、農業計画）１万円 

文・イラスト 

藤田さん 

④環境保全活動への助成  

ＮＰＯ法人新町川を守る会（川を守

り、水を活かしたまちづくり）3000 円  

第８回環境ボランティア交流会  

5000 円  

⑤その他の活動への助成  

日本ＮＰＯセンター １万円  

里山の風景をつくる会（東日本大震災

復興支援チャリティコンサート支援）

5000 円  

ＮＰＯ法人徳島県ボランティア協議

会（ボランティア活動の普及を推進す

る活動）5000 円  

シーズ（市民活動を支える制度を作る

会）１万円  

支援金振込手数料 754 円  

 

太陽と緑の会福祉事業団の助成活

動は平成５年度よりスタートしまし

た。各分野で非営利活動に取り組んで

おられる個人・団体の皆様を対象に年

２回、累計 1134 万 9876 円の助成を行

ってきました。 

 

 

太陽と緑の会通常総会 
６月９日 午後６時 30 分より９時

まで、太陽と緑の会事務局にて、平成

24 年度特定非営利活動法人太陽と緑

の会通常総会を開催。平成 23 年度事

業報告及び決算報告を行いました。 

代表理事杉浦が基調報告として、太

陽と緑の会の現状分析・今後の方向性

を初め、東日本大震災被災地支援の報

告と今後の計画、徳島県障害者地域共

同作業所連絡協議会事務局としての

支援活動、ＮＰＯ法改正に伴う法人登

記・決算書類様式の変更等について、

お話しさせて頂きました。 

お 知 ら せ 
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鮎喰川クリーンアップ 
とくしま環境県民会議の「ごみゼロ

（530）の日」キャンペーンに合わせ、５

月 29 日午前 10 時～正午、当会でも下記

の内容で鮎喰川河川敷のクリーンアップ

を行いました。  

 

場所： 鮎喰川河川敷（中鮎喰橋西詰土手

下 徳島市国府町南岩延）  

参加者： 太陽と緑の会メンバー、スタッ

フ、国府支援学校実習生２名計 15 名  

収集したゴミ： 可燃ゴミ、不燃ゴミ、空

き缶（２トンダンプ１杯分）（ゴミは当会

車両で処理場まで運搬し、徳島市のご協

力を頂いて適正に処理しました）  

その他： 河川土手、道路土手の草刈り（総

延長約２キロメートル）  

 

土手下に投棄されたごみの収集を行う

とともに、刈払い機２台で草刈りを行い、

草の中に埋もれていたゴミも集めまし

た。  

クリーンアップは平成 13 年から始め、

今年で 12 回目となります。最初は、家電

リサイクル法対象の電化製品（冷蔵庫、

洗濯機、エアコン、テレビ）、家具（タン

ス、食器棚、ソファーなど）、自動車・タ

イヤ、レジ袋に押し込まれた家庭ゴミ（生

ごみ、不燃ごみ他）、カーペット、ふとん

などで埋め尽くされていました。 

依然としてごみは多いものの、当時に

比べれば改善されてきました。きれいに

片付いている所にごみは捨てにくく、ご

みが捨てられている所には捨てやすい、

というのが人間の心理なのかもしれませ

ん。 

様々なハンディを持ったメンバーと共

に、今後ともクリーンアップ活動を続け

ていきたいと思います。 

 

 

会議・実習・見学など 
５月 10 日 ジョブスタとくしま 職場

体験講座受入 職員３名 利用者４名 

５月 22 日 とくしま環境県民会議 ク

リーンリサイクル推進部会 杉浦出席 

５月 26 日 徳島県障害者地域共同作業

所連絡協議会総会 杉浦参加（事務局） 

５月 29 日～６月２日 国府支援学校職

場体験実習受入 高等部３年２名  

６月 16 日 徳島県障害者地域共同作業

所連絡協議会研修会「共生社会を目指す

社会的事業所とは」（共同連マラソントー

ク）開催。当会から代表理事杉浦、専任

職員木村が事務局として準備運営に参加 

６月 21 日 徳島県地域生活定着支援セ

ンターから所長１名指導員２名来所。太

陽と緑の会リサイクル作業所見学。 

 

 

メンバーの活動が新聞で
紹介されました 

 

地域活動支援センター太陽と緑の会リ

サイクル作業所メンバーの米田太さんが

今年４月に発表した 12 作目の詩集「心

父」について、４月 18 日付朝日新聞（徳

島版）、６月 13 日付徳島新聞夕刊にて紹

介して頂きました。 

 米田さんの自作詩集の販売活動につい

ては、これまでにも地元の各新聞、テレ

ビ等で紹介して頂いており、本当にあり

がたいことと思います。 

「心父」は１冊 200 円。うち 100 円は

詩集制作実費として、紙代、印刷インク・

マスター代、製本作業に関わったメンバ

ーへの工賃等に充てます。残りの 100 円

が本人の収入となりますが、その一部を

東日本大震災復興支援に充てます。 

（なお昨年５月に発行した「協元」は 2786

冊販売し、１万 4000 円を社会福祉法人あり

のまま舎に送り、沿岸部の在宅難病患者の皆

様の支援活動に活用して頂きました。） 
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記念誌を送らせて頂いた方からのメッセージ 

太陽と緑の会27周年記念誌
をお送りした皆様から、あたた
かいメッセージを頂きました。 
その一部をご紹介いたします。 
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 「公共」を拓くＮＰＯとは？ 

 

「公共」を切り口にＮＰＯ（特定非営

利活動法人）の活動を考えてみたいと思

います。とはいっても「公共」という言

葉はぼんやりとして、何について語って

いるのか、何について議論しているのか、

よくわかりません。民主党政権における

『新しい公共支援事業』といったものを

みても、それがよいことはわかっても、

でも、その中身はやっぱりよくわからな

いというのが正直な感想です。 

「公共」と似た使い方で、お上である

「公」と、民である「私」の使い分けが

あります。自然環境や共同性（価値の共

有）の問題について、国家（「公」）とい

うものへの不信感というようなものがあ

り、私的なものにも限界があります。そ

うすると、国家的なものと私的なものの

真ん中辺りに「公共」なものを仮に設定

して、ＮＰＯの活動が大切といった話し

になって、それが繰り返されるわけです。

「公共」という言葉は、あいまいな言葉

でありつつ、同時になんとなく両者の真

ん中ぐらいのという雰囲気の言葉である

わけです。なので、国家に、また市場

（「私」）に、どこまでのことをしてもら

い、してもらわないのか考える必要があ

ります。 

「公共」のもつもう一つの側面に「共

通している」と「閉ざされていない」と

いう意味があります。地球はみんなのも

のであるからこそ、みんなが好き勝手に

すれば、環境を悪化させてしまいます。

そこで地球の運営にかかわる‐意思は尊

重するが合意を必要としない‐ルールが

必要になります。問題なのは、誰が誰の

リスクを管理するのか、開くと誰が困っ

て、閉じることによって誰が利益を得る

のか、考えなければなりません。 

つまるところ「公共」とは、たくさん

の人たちがいること‐価値の複数性が保

障されること‐なのかもしれません。そ

して自由に生きるためには他者に価値を

提供しなければなりません。そのために

は、それぞれの持ち場（立ち位置）で責

任を果たすことが、まずなすこと、なす

ことができることであり、その活動で状

況を変えることに尽きると思います。 

一人ひとりが何の持ち場にいるか問わ

れている。このような「公共」の理解に

おいて、ＮＰＯ（特定非営利活動法人）

の活動には特に目新しい点はありませ

ん。（専任職員 西村 洋平） 

 

スタッフ雑感 
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当会の活動をご支援下さった皆様 
§2012 年４月 1日～2012 年５月 31 日§（紙面の都合上、敬称は略させて頂きます） 

ご寄付を下さった皆様 
西谷、前川、吉田（郵便振替口座にご入金下さった皆様）磯田、三木 

 

品物を引き取りにお伺いさせて頂いた皆様 
○徳島市○オノシタ、宮本、木内、福富、月岡、たか山、角、村上、長尾、久宍、林、横谷、撫
中、勝瀬、板東、西條、竹原、中村、岡崎、亀井、鶴島、田中、玉谷、長浜、福田、斎藤、井堀、
藤田、岩佐、鎌田、山本、森山、辻、岡田、荒岡、竹村不動産、岸田、美容院アール、福原、栗
谷、佐藤、樫浦、七條、堺、三木、小原、野村影治、大下、宇津、椎野、城東小学校、西田、前
田、石井、コウヒン、栗本、久米工房、パソＱ、大空、工藤、幸田、龍田、光協会、古畑、魚野、
武岡、奥村、早渕、手城、福山、富沢、福本、仙石、郡、水口、北山、吉田、梶原、藤井、佃、
漆原、長江、鎌谷、近藤、沢野、松浦、ファミリーマート仲之町、秋田、丸岡、谷口、片山、横
田、佐渡山、三谷、山川、渡辺、戸村、福岡、米田、岸、本光寺、鎌田、工藤、吉岡、大櫛、石
山、米本、中川、米原、細川、河野、橋本、李、藤見、吉本、正木、森本、藤永、広瀬、大坂、
矢木、一宇、犬伏、増田、赤沢、篠原、井上、山上、坂本、上村、小倉、佐川、流、三宅、清水、
あわや、サンドーワール、ファミリーマート富田橋店、高橋、藤本、中平、五十嵐、元木、賀川、
多尾、竹村、原田、酒井、松原、金谷、豊井、北島、山田、川野、家段、日野、井関、多田、高
瀬、安渕、石礎、武市、大石、蔭山、ボーナ、広永ビックマザー、溝内、田村、川端、穴吹ハウ
ジング中西、オリジナルエージェンシー、三好、庄野郵便局、大西、東、浜口、松本、大上、大
島、長原、林、吉村、森脇、近藤整形外科、河原、杉田、魚野、桑原、森、黒島、松家、笹川、
西谷、玉置、大久保、すだちハウジング森田、松井、大崎、紙、藤岡、津慈園茶舗、今村、井上、
流、岡久、木下、坪内、末永、木村、岡本、福永、村松、駒坂、大村、岡山、長田、慈船寺、西、
カンガルー歯科、長谷部、白井、住友、上野、濱田、後藤田、佐藤、平尾、柳生、松の内○鳴門
市○蔭藤、三井、村沢、松島、久龍、田所、藤原、ニワ、小野、新崎、大石、林、樫原、寺田○
北島町○川崎、結城、大西、上崎、宮地、丸添、西條、白川、西岡○吉野川市○坂本、岡田、岡
田、三好○石井町○稲川、片岡、久米川、岡田、阿部、田中○藍住町○眞本、大崎、阿部、天羽、
里見、三木、村上、西池○小松島市○柿本、大森、久宗、大下、宮池、内藤○佐那河内村○水原
○神山町○千代田○板野町○近藤、坂本○松茂町○市川、田村、福山○阿南市○中野、浜崎○上
板町○切原、橋本 

 

品物を持って来て下さった皆様（郵送含む）  
○徳島市○橋本、岡本、脇田、杉浦、中山、松本、桜井、澤藤、菅生、嶋田、岸、山本、小西、
久米川、阿部、岡島、板東、白勢、伊沢、木元、高橋、渡、大坂、松岡、嶋津、石川、中窪、後
藤、湯浅渡辺、林、米田、田中、松田、村雲、斎藤、中西、坂野、木藤、森口、和田、瀬戸、鈴
木、岡田、長浜、榎本、大栗、姫野、中川、山橋、川人、久次米、竹本、升山、金丸、松谷、池
本、井上、岸田、秋月、山田、宮崎、間宮、坂本、藤原、久米、島本、川尻、中口、八巻、喜田、
川島、宮本、川﨑、米崎、宮城、越智、豊岡、漆原、マルウィン、乾、原田、谷口、村上、川原、
蔭山、佐藤、井上、中田、多田、吉岡、三木、福山、原、庄野、梶原、中沢、梶田、青木、増田、
宇原、井川、平田、鈴江、小川、花本、岸本、安芸、森岡、浅見、武市、瀬戸、美馬、岩城、大
久保、和渕、森本、古沢、木下、荒井、加藤、福家、山西、冨峯、名田、加地、大槻、竹田、二
條、中尾、宇山、杉本、大住、辻、生駒、華川、平井、第十、西條、小林、以西、槇本、黒田、
黒川、木村、、先山、岡、星野、鴻野、中島、ワイス、影谷、福本、寺田、大林、中西、吉本、金
山、野々瀬、猪子、勝山、上田、西口、合田、芝井、中峰、春田、石井、横井、石崎、川口、大
西、牧、香川、池添、才木、尾形、豊崎、藤本、河村、永松、福永、織田、中井、宮西、横山、
東、佐野、佐渡山、斎藤、沖津、大隅、小栗、森崎、富岡、金本、浜田、安岡、野口、宮内、高
瀬、岩佐、生田、吉田、高岡、槇内、千崎、丸岡、佐藤、祐延、川村、濱田、三宅、津田、小澤、
杉田、大上、木村、中平、細束、蔭西、田所、三谷、中屋、近久、松島、中林、吉内、吉見屋、
竹内、茂村、猪俣、鎌田、杜味仙、上原、桂、江渕、伊藤、大平、伊丹、片山、市川、北井、牧
岡、佐々木、井原、鴻野、木内、米本、吉住、桝木、山中、岡山、郷司、美馬、西野、祖川、高
部、内野、大和、山内、近藤、仁木、篠原、宇野、山口、釜内、塩田、梶野、夏木、樋口、河野、
大島、坂井、大寺、三原、吉野、揚野、マスハラ、野本、新居、池永、清水、豊田、祖父江、祐
延、内藤、松下、前川、濱瀬、宮野、池北、団、野崎、住吉、三間、桐川、秋田、長谷部、勝田、
内田、杉岡、西出、播、牧野、富永、ボーナ、中村、小浜、西尾、熊谷、飛田、柳本、沖成、粟

平成12年 7月 

月の宮作業所開始 

平成17年 2月 

事務局・作業場兼店舗の建

物が火災により全焼 

平成12年 5月 

ＮＰＯ法人化 

平成18年 4月 

事務局建物が再建 

平成16年 10月 

ウガンダ研修生受入 

平成17年 6月 

環境大臣賞受賞 
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飯原、倉本、笠井、上米、上山、西岡、柿内、浅尾、赤原、中原、草難、酒井、高木、大野、田
岡、佐古、大柳、仲野、西内、池田、加藤、佐野、岩田、葉久、村田、萬田、羽栄、大下、真鍋、
足立、松永、永井、西田、岩野、長船、逢坂、宇坂、石原、西崎、尾崎、立石、塚本、藤岡、須
見、寺本、沢田、加納、清井、前川、吉松、八木、元木、角瀬、岩井、岩崎、矢上、白石、山城、
西山、松村、播磨、徳島県ボランティア協議会、西森、宮金、月岡、太田、リスカ、高田、田村、
南部、後藤田、糸井、猪野、谷、吉成、遠藤、下田、山岸、友成、藤山、迫、樫原、小森、福井、
留、今川、鍋島○鳴門市○大江、林、瀧下、大下、渡部、織田、藤田、大石、森、小野、板東、
藤川、山本、糀、石丸、大浦、木村、水野○石井町○福田、堀井、木村、山尾、斎藤、酒井、井
上、佐々木、高橋、藤本、矢野、大宮、赤尾、富山、福島、布施、武知、岡本、加藤、一宮、小
室、武市、岩本、新居、木村、松田、美馬、桜井、寒川、野上、本庄、片岡、泉、大谷、佐藤、
多田、以西、森野、上原、吉本、井内、久米、近藤、早藤、市原、寺澤、坂口、尾崎、小田、市
原、早瀬、出口、丸尾、留○藍住町○三好、上崎、新見、北岡、高橋、上村、日切、河野、金子、
井上、野上、奥住、伊勢、三木、朝波、松本、岩脇、豊田、中野渡、谷口、中西、山橋、大橋、
萬藤、三好、石立、南條、梶、古希、有島、金森、岩本、水口、柳本、永田、吉田、奥村、上田、
西浦、桑原、桐川、南、奥佐○北島町○池形、萩原、内見、佐川、小林、中尾、橋口、前田、大
原、多田、久米川、川人、森○松茂町○三好、田村○吉野川市○谷、中西、住友、吉田、多田、
大久保、川真田、麻植、大久保、花待、市村、有待、毛利、上岡、石田、後藤、富本○美馬市○
清水、佐藤、高木、吉田、宮武、宮武、秦、中川○板野町○橋本、岩下、長尾、蔭本、沖津、賀
満田、中村、宮本、月岡、蔭本○上板町○廣永、フロスト、天野○小松島市○田処、木村、宮田、
吉本、金谷、大上、大森、岩本、井内、柿田、新居、山田○阿南市○井地岡、志賀、阿部、細川、
佐野、阪野、大山、米田、堺、佐野、吉川、荒井、天羽○那賀川町○湯浅○つるぎ町○松浦○神
山町○定岡、エマ・パーソンズ○海陽町○神澤○佐那河内村○松井、植松○勝浦町○寒山○三好
市○尾本、佐藤○阿波市○竹内、岡田、福田、森本、安丸、小川、近藤、高島○愛媛県○濱田○
兵庫県○服部、太田○香川県○小堀、熊谷、粟飯原、原、熊谷○福岡県○永峰○高知県○松森○
埼玉県○永峰○その他○オオシオ 

 

いつも当会の活動にご支援ご協力頂き、ありがとうございます。 

品物を持って来て下さった皆様の中には、「何回も来て、書いているので」「名前は結

構ですから」と、お名前を書かずに帰られた方も多数おられ、実際は上記の３倍以上の

方のご協力を頂いております。 

頂いた品物は大切にリユース・リサイクルし、障害者の支援、ボランティア育成、他

団体への支援などに役立てています。リユース・リサイクル可能なものがございました

ら、ぜひお電話下さい。 

鮎喰川クリーンアップ：刈払機による堤防道路沿いの草刈り（代表杉浦）とメンバーによる清掃活動 
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編集後記～継続は力なり 

 

Ａさんは高校卒業後、知り合いのつて

で従業員 20 人の木工会社に入れてもら

うことができた。バブル真っ盛りで会社

の景気が良かったことも幸いした。 

月給７万円。しかし、手先があまり器

用でなく、なかなか仕事を覚えられず、

「こんなこともできんのか」「何回同じこ

とを言わせるんだ」「さっさとやらんか」

と怒られた。次第に会社から足が遠のき、

最後は辞めることになった。 

会社の方からすれば、頼まれたのでや

むなく引き受けたものの、給料には程遠

いレベルで…、ということだったかもし

れない。 

行き場所がなくなったＡさんは、家に

閉じこもるようになった。養護学校（現

在の支援学校）ではなく普通高校出身の

ため、障がい者福祉サービスに接する機

会がなく、ご両親も世の中にそういうも

のがあるのをご存じなかった。 

昼間は自分の部屋で寝て、夜になると

起きて、２リットルのペットボトルのジ

ュースとスナック菓子を手元に置いて、

明け方の５時くらいまでずっとテレビを

見ている。「いいかげん寝たら」と親が声

をかけると「やかましいわ」と大声をあ

げる。厳しい生活が何年も続いた。 

ある日、Ａさんをお父さんが太陽と緑

の会リサイクル作業所に連れてきた。知

り合いがリサイクル作業所に時々買い物

に来ており、教えてくれたとのこと。 

朝９時からのスタートになかなか間に

合わず、昼過ぎに来るのが当たり前。ジ

ュースとお菓子で腹いっぱいになってい

るため、朝食は食べずに通所、昼食も手

をつけず、眠そうにして作業もはかどら

ない。一日休むと生活リズムが崩れ、次

の日から出て来れない。そのまま３週間

休み続けることもある。家庭訪問を重ね

て連れてくることもしばしばだった。 

リサイクル作業所での１か月の給料は

２万円くらい。「こんな安い給料でやって

られるか」とつぶやく彼がいた。 

内職中心の福祉施設では１か月の工賃

が 3000 円～１万円、保護者から保護者会

費（例えば１万円）、施設利用料等の費用

徴収を行い、トータルでは持ち出しにな

るのが普通だった。太陽と緑の会リサイ

クル作業所は保護者会費、施設利用料等

の費用徴収がないので、実質的な給料は

他の福祉施設よりずっと多い。しかし過

去の経験がガラスのプライドと結びつ

き、ネガティブな思考へと導かれていく。 

「ワシは普通の高校を出たんや…。前の

会社で７万円もらっとったんや…。イジ

メにあって辞めさせられたんや…。」 

メンバーに

よる衣料品

売場の管理 
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作業のスピードは決して速くないが粘

り強く取り組んでくれるＡさんは、次第

に他のメンバーから仕事を頼まれるよう

になってきた。 

「明日は来てくれ。日曜日でお客さんも

多いし、Ａさんがおってくれんと困るん

や」とベテランメンバーのＢさんに頼ま

れると、「何で、休んだらあかんのや」と

返しつつ、満更でもない表情を見せる。 

作業所に来て初めて、自分を本当に必

要としてくれる人と場所に出会えたのか

もしれない。 

10 年の歳月を経て、朝はほぼ定刻に来

るようになり、一日休んでも翌日は普通

に出て来るようになった。昼食も毎日き

ちんと食べ、暑い夏もバテずに乗り切る

ようになった。午前 10時から午後７時ま

でいるＡさんの存在感は大きい。 

継続は力なり、である。 

 

生活保護を受給する人が 210 万人を超

し、生活保護費も基準額の引き下げが検

討されている。一方、働く機会を増やす

施策は実効性に乏しいものも少なくな

特定非営利活動法人 太陽と緑の会 
 

私たちは生態系のリサイクルを含めた

リユース・リサイクル活動を、様々なハ

ンディを持ったメンバー達の地域活動支

援センター・障害者地域共同作業所とリ

ンクさせて、行っています。地域の中で

「人も物も活かされる街造り」をテーマ

に、ハンディーのあるなしにかかわらず

「地域の中でその人がその人の足で立っ

ていけること」を目指し、様々な方 （々市

民、ボランティア、行政）の支えを頂き

ながら年間 300 日、土､日、祭日を含めた、

日常活動を行っています。 

発行：特定非営利活動法人 太陽と緑の会 
〒779-3120  

徳島県徳島市国府町南岩延 107-１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ 

０８８－６４３－１０５４（事務局） 

０８８－６４２－１０５４    

（リサイクル、地域活動支援センター） 

URL http://www.t-midori.org/ 

Ｅ－ＭＡＩＬ t-midori@jeans.ocn.ne.jp 

代表理事  杉浦 良   編集 小山 隆太郎 

データ入力 岡田 郁子 

製本・発送 岡田郁子 宇津辰則 走川幸児 

年会費：正会員１万円  準会員 1,000 円 

郵便振替口座：０１６２０－８－４４７０３ 
 

い。働くことは、ただ単にお金を稼ぐた

めの営みではなく、社会と関わっていく

手段であり、働くことを通じて人は社会

における自らの立ち位置を確かめてい

く。当たり前のように働いていた日々か

ら放たれたとき、初めて失ったものの大

きさに気付く。今こそ「働くこと」の意

味を再検討する必要があると思う。 
 

（事例は当会の活動内容をイメージして頂くために、

日常の取り組みを紡いだものであり、ある特定の事例

を指すものではありません。） 

（文責：小山） 

イラスト 

福住さん 

 


